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蒲原平野における小農の湿田農耕技術








1.は じ め に




本稿で対象 とする湿田に関しては,従 来か らい くつかの用語としての定義2)はなされて
コ ン トロ 　 ノレ
きたが,上 に述べた水の特性に照 らして規定すると,「水利用=水 の制御の不十分な段階
にみられ る,相対的に低湿な水田の現象形態」とい うことになろ う.
湿田は,地形に由来するものと,人為的なものに大別される3).前者には,地 形が相対
的に周囲よりも低 くて排水条件の悪い旧湖沼跡,後 背湿地,旧 河道や,洪 積台地の侵食谷
のように相対的に周囲よりも低い地形および湧水地が該当する.後者は用水の確保が困難
なだめに冬期に人為的に湛水 させ,そ の水を用水 として用いるもので,元 来は乾田となり
得る田である.今 ここでとりあげよ うとす る湿田は前者の範躊に属す るものである.
ところで湿田での農作業は辛苦に満ちた非能率的なものであるが,水 の供給 とい う観点
か らすれば,通常の気象条件でのもとでは,利水技術が未発達であって も,一応の収穫が




収穫の減少を招 くことが多い.湿 田はいわば水旱両損の地 としての性格を有す るのである.






信濃川 ・阿賀野川の下流に展開す る新潟県蒲原平野は,湿 田の もつこのような矛盾を常
に内包 しながらも,それを止揚 して急速な乾田化 ・生産力の上昇の道を歩んできた.その








的記載で もなければ,理路整然 とした一般化で もない.た だ,一 集落とい う限 られた狭い
空間の中て,個 々の農耕技術が土地条件や村落の制度的側面といかに関わ りながら,一つ
のまとまっr'体系(シ ステム)を作 り出してきたか,そ のプロセスを検討す ることに意義
が見い出せると筆者は考えている.こ の小論は,蒲原平野における稲作農業の地域性を,
0つ のシステムの中に生態学的に位置づけようとする筆者の拙い試論の一部をなす もので
ある.シ ステムの全体についての考察は他 日稿を改めて論 じる予定である.






代は長岡藩に属 し,一村で一藩政村を形成 していた.集 落は鎧潟(昭 和41年全面干拓)の
東岸の自然堤防8)上に立地 し,標高は0.1m～0.7mときわめて低平である(図1).鎧潟に














































































図1地 域 概 念 図
地形図は昭和6年 修正測量の5万分の1「弥彦」図幅を縮小
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出して屈曲を繰 り返しなが ら日本海に注いでいる.これ らの河川は,い ずれ もデルタ上の
微起伏のある地形の凹部をつないで流れる自然の野川であり,排水河川である8).
鎧潟はこの北にあった田潟,大 潟(共 に干拓済み)と合わせて三潟 と称 される.水深は
浅 く,干拓直前には0.3～0.8mであった.明 治初期には600町歩といわれナこ水面の面積9)
も,河川改修による水位低下,土 砂堆積 と,潟端の開墾によって急速に縮小 し,全面干拓
の直前には250町余 りになってい1こ.宝暦6年(1756)の『越後名寄』が 「周 リノ端二菰ヲ
ひし はすのみ
生シ,用多シ.菱実魑 シク,果 トシ,利 ト成ル.昔 日,蓮多ク,今ナシ.水 ノ底二菌有,




述べナこよ うに,こ の地域一帯は遊水池的な機能をもった低湿地であ り,毎年のよ うに水害







3.集 落 の 生 活 空 間
遠藤の住i民に とって,大 字の範囲 と鎧潟は最 も熟知する空間である.農耕技術の展開す






集落の生活空間は大 きく,屋敷,内 附,田,ヤ チ,ノ マ,潟に分類される・
屋敷は居住の空間である.防風,防 寒を主目的として北西側に屋敷林を植える・まY?Il_水
害に備えて屋敷には50cm～1mの土盛 りがなされている・屋敷の前面には道路に並行して
田舟が航行で きる水路が掘 られ,収 穫時には水田か ら屋敷付きの稲干場 までが直接舟で結
ばれる.佐々木博氏の行なっナこ集落形態の分類では,列 村江筋型13)に相当する.
内附 とは苗代 と稲干場 と屋敷まわ りの畑を合わせた空間の名称である・苗代は集団苗代
になってお り,一ヵ所に集中しているが,経 営および所有は個々の農家になっている.し
かしながら苗代を所有しない家や不足する家 もあ り,苗代の小作 も行なわれていた.苗代




のよい トネリコやハンノキを用いる.これ らの樹木の下枝を落 としたところに,横木を6
～9段 に組んでハザを作った.苗代 と同様に稲干場 も個人有であり,両者 とも経営面積か






























































































内附の空間の外側には田の空間が広がる.こ の空間は囲い土手 と呼ばれる高 さ1m程度
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を有してお り,ムラを単位 とした排水のコン トロ0ルは可能であった.一 方,用 水に関し
てはムラ独自の用水がな く,上流の大原部落の残水を利用していた.取 水は大原下ゲ江の
A地点に灌概期間だけ土堰を設けて行なっていたが,ど れだけの水を排水路に流すかの決
定権は大原にあ り,遠 藤の不利は免れなかった.し か も両部落で 訴訟が起こった 場合に
は,訴 訟費用はすべて遠藤で負担するとい う約束までかわされていアこのである18).
田の評価は今述べナこ遠藤の土地条件,水 利条件を考えればおのずと定まって くる.標高
が高 く湛水害の危険が少ない,し か も用水が得やすい田が高い評価を受け,その逆の場合
が低い評価となっている.ム ラ人に尋ねナこ小字別の土地評価を総合すると次の よ うに な
じようだ
る.上田:前 田 ・上田 ・大諏訪 ・小諏訪,中 田:焼 野前 ・焼野浦 ・荒田,下 田:四 ツ割



















4.農 耕 技 術 の 諸 相
(1)潟 端 の 開 墾
農民によって田とは認識されていない潟端のノマやヤチも,経営耕地の拡張を志向する小
農一その多くは自分の土地をほとん ど持たない小作農である一にとっては格好の閉墾可能
地であっアこ20).遠藤の人々が昭和7年頃に大字河井の地先で行なった鎧潟の 開墾 の 技 術
を,当 時の図面(図4)を参照 しつつ述べ る.
鎧潟はこの頃には湖への流入河川である大通川,飛 落川,木 山川の改修によって土砂の
堆積が進み,ま た一方で流出河川である新川の改修が開始されて潟の水位が低 下 し て い
た.こ の2つ の作用によって潟端には開墾可能な浅水面が出現したのである.潟端を開墾
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図5鍬 の 種 類
この期間の開墾は次の4つの段階に分けられる.
〔第1段 階〕 ①自生のマコモを利用する場合 渇水期の3月か ら雪解け水で潟の水
位が上がる4月上旬までの間に,田 舟でマコモ(方名:ガ ツボ)の群生するノマへ向か う.
目的地に着 くと,エゴキ リ鎌 とかヤチキ リ鎌 と呼ばれる開墾用の鎌でマコモを茎をで きる
だけ下か ら伐 り倒す.次 にマコモの株が残 っている腐植質の地面(方名:エ ゴ)にエゴキリ
鎌で30cm角程度の切れ目を入れる.この作業はマコモの地下茎を切断してエゴを掘 り起
こしやす くするために行なわれる.この切れ目にマ ド鍬(窓鍬)(図5)と 呼ばれる特殊な
鍬をさし込んで,マ コモの根をエゴといっしょにひっくり返すようにして掘 り起こす.マ
ド鍬の長所は,刃 の中央の窓の部分によって,水 分を含んだ粘土を耕起する場合に も刃に
粘土がこび りつかないよ うに工夫 されナこ点であ り,低湿地に適応した農具である21).エゴ
の掘 り起こしが終わると,今度はエゴの上に潟の底にあるゴ ミと呼ばれる泥土をジョレン
で掻 き上げて,こ れを田面に平 らに散布す る.このよ うにしてできだ田が ノマ田である.
成人男子の場合1日 に30坪程度のノマ田の造成が可能であったとい う.
②植出しによる場合5月 中旬頃にマコモを根ごと掘 り起こして きて,開 墾しようと
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思 う水面に植えこむ.1年 たつと地下茎が四方に伸び,波浪によってゴ ミも付着してノマ
になる.このようにマコモを人為的に植えつける行為を植出しと呼び,大字田潟には 「植
出場」 とい う小字名 も残っている.植 え出しの後のプロセスは自生のマコモを利用する場
合 と変わ らないので省略する.
第1段 階において重要な役割を果すのが潟の泥すなわちゴ ミである.このゴミは,① 田
面を高 くして少しで も冠水の被害を少な くする,②イネの肥料分となる,③マコモの切株
の腐植を促進させる(泥炭化の促進),の3つの機能を合わせ もつ.
〔第2段 階〕 ノマ田は潟の水位の影響で浮き上がった り沈んだ りすることが多い.ノ
マ田の安定を図るため,次 の段階ではゴミやベ トと呼ばれる畑の土を田面に投入する.こ
の作業を2～3年 継続すれば,一 応イネの作付けは可能 となる.
〔第3段 階〕 次の段階は,冠 水か らイネを守るために,潟 との間に堤塘を築 くことで
ある.この堤塘の材料 も潟のゴミや畑 ・水田のべ トである.堤塘の高さは1～1.5m,馬
踏約2mで ある.こ の程度の規模の堤塘ならば,潟 の水位のわずかの上昇や,湖 面の波浪
によって も破損する.そ のナこびごとに補強して,次 第に頑強な堤塘にしてい く.換言すれ
ば,こ の堤塘は,作付期間中だけ堤内を,「平常の高水位」か ら守れればよい とい う性格
のものである22).ところがさほど強固でない堤塘で もいったん築いてしまうと,土壌が泥
炭質であることも影響して堤内の排水は極度に悪 くなる.そ のナこめに田面の中央に,堤 塘
と直角の方向に,排 水溝を幅3～5m,深 さ1～1.5mで掘削する.図4で は江敷 として
表わされている部分これに当ナこる.
〔第4段 階〕 この段階は掘上田を造成する段階である.田面の一部を潰して幅2～4
m,深 さ約1mの 溝渠を掘る.掘 り上げた土は田面を高めるのに用いる.排水溝が堤内の
排水を主目的 とするに対し,こ の溝渠は田面のかさあげに重点があり,さ らに用水源の確
保,舟 運の便,地 中の水分の排水機能 も合わせ もつ.溝 渠の方向は舟運の便を考慮しなが





の田の肥料になり,しか も田面を高 くする効用がある点,さ らには泥上げの能率 という点
をも考えれば,当然生じて くる慣行であるといえよう.
これまで述べてきナこ開墾の方法はノマか ら掘上田にしていく場合だが,ヨ シの群生する
ヤチを開墾する場合 もあ り得 る.そ の場合はヤチオコシと呼び名が変わる.い ずれにせ
よ,ゴ ミの作用によるエゴの形成→掘上田とい うプロセスをとることには変わ りない.
前述のプロセスをノーマルなタイプとす るならば,開墾のプロセスに もう1つのタイプ
が存在する.それはノマ田やヤチ田の排水条件が極めて悪いナこめに,い つまでたって も田
面が安定せず,掘上田にさrで きないタイプである.この場合の水田は腰まで もぐるよ う
な泥田になる.これを蒲原では ドブ田とかゴ ミ田,ガ ス田とr呼んでいる.遠藤では潟端 よ
りも場根,四 ツ割乙,堤 などに多 く存在した.図2に み られる水腐田とはこのような ドブ
田の範囲を示していると推定 され る.
(2)労 働過程からみた農耕技術
前項で検討したように,ノ マ田 ・ヤチ田,掘 上田,ド ブ田とい う湿田の3分 類は,開墾
段階の異なる 「時の断面」の現象形態 として把えることが可能であった.一 方で この分類
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概念は極めて相観的な性格を有する.本項では相観型 ともい うべ きこの3つ のタイプの湿
田において,1年 間の稲作の労働過程を通 じて,農業技術がいかに展開されてい るかを比
較しつつ考察す る.扱 う時期 としては昭和10年前後を中心にする.また参考のために,屋
敷まわ りの標高の高い乾田的な性格を もつ田(方 名:オ カゲ)に おける技術に も適宜触れ
ることにする.
①客土 蒲原平野の湿田稲作における労働集約的な側面は,冬 の農閑期を利用した客
土作業に凝集 されて表われ る.「一寸0倍 」の言葉が意味するように,自 分の耕地を少し
で も高めることに湿田改良ののほとん ど全勢力が注がれたのである23).客土する土は畑や
堤防ぎわの乾燥したべ トばか りでなく,湖底や畦に付着したゴ ミも盛んに利用した.運搬
には田舟を主 として用いたが,雪 の積 もった田面の上を構で運ぶこともあった.積 雪時に
はどこが地窪かは見分けられないが,稲 刈時に水の溜ま り具合や土の色で判断して,そ こ
にヨシなどを挿して客土をする目印にしてお くこともあっナこ.客土は ノマ田 ・ヤチ田,掘
上田,ド ブ田に拘 らず行なわれナこ.その量は個人差が大 きく一概には言えないが,斎 藤晃
吉氏は福島潟の事例か ら,成人1人 の作業能力を,1日 舟で4-5杯,1反(10a)を 客
土す るのに6-7日 を要することか ら,冬期間2ヵ月のフルi操業で もよ うや く1町(1ha)
の客土しかで きないと推定している24).
②耕起 ・整地 耕起(田 打ち)は屋敷まわ りのオカゲか ら始めて,湛水位の低下に歩
調を合わせるように,標 高の低い ドブ田や掘上田に移ってい く.4月初旬に開始 して5月
上旬頃までには打ち終わる.オ カゲの0部 では昭和14年か ら牛を用いて短床摯による畜耕
が行なわれていナこが,一 般の田は三本鍬 とか又鍬 と呼ばれる備中鍬系の鍬(図5)で 耕起
した.こ の鍬は柄 と刃の角度が約75。の打ち鍬25)であ り,重粘地の堅い田面に対 して,貫
入抵抗を少 くする構造になってい る.
ドブ田では地耐力が小さく,土が泥状をしてい るので,平 鍬を用いる.遠藤で実測しKTII..
平鍬の柄 と刃の角度は550で,打ち引 き鍬25)の一種である.鍬を打ちおろす と同時に,手
前に引 き寄せるようにして稲株を打ち返してい く.泥のはね返 りを防 ぐために,平鍬の柄
に,細 い割竹を平た く編んで楕円形にしナこテズラを装着することもあった.特 に泥深い田
では平鍬 も用いずに,手 で稲株を引 き抜いて埋め こみ,そ の上の泥をならすだけで,全 く
耕起をしないこともあっナこ.
掘上田は ドブ田に比べると地耐力がある26)ので,平 鍬 と三本鍬を併用しナこ.
施肥は耕起時に投入する基肥が中心で,追 肥が一時的に行なわれ るようになったのは昭
和15年頃以降である.明治期は無施肥,大 正5年(1916)頃には1反 あナこり大豆粕7貫,
昭和5年(1930)頃には石灰窒素7貫,過 石3貫,生 石灰10貫,他 に追肥 として硫安3
～4貫 とい う記録がある27).畜力の導入の遅れた遠藤では厩肥の使用はほ とんどない.そ
のかわ りに肥料として大 きな役割を果すのが前述したべ トであ りゴミなのである.特に ノ
マ田 ・ヤチ田では無肥料で十分であった.降 雨が少ない と泥炭が乾燥して著しい乾土効果
を表わす.そ のためにノマ田 ・ヤチ田ではイネの徒長 ・倒伏とい う現象さえみ られナこ.
整地(代 かき)は平鍬での鍬代が一般的で,畜 入導入後,オ カゲの一〇部ではマングワを
牛にひかせアこ.牛が入 らない ドブ田では人間がマングワをひ くこともあったが,概 して代
かきは粗略に行なわれる傾向が強かった.
③苗代 短冊苗代で,籾量は坪当り3～4合 が標準であっナこ.明治期の7～8合 の厚
播 き細苗から,昭和10年頃にようやく半湿田の状態の籾量になっナことみなせ る.しかしな
がら湛水の著しいノマ田やヤチ田では40～60cmの長苗を必要 としナこため,7月 中旬まで
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苗代の端に苗を残 してお く習慣があっ1こ28).この習慣は0度 冠水した場 合の植え直し用の
苗とい う意味 もあった.本 田の場合 と違って苗代の施肥は積極的に行なわれ,堆 肥 ・藁
灰 ・化学肥料が用い られた.
④移植 田植えは6月上旬に部落0斉 に始め られる.オ カゲか ら始めて漸次遠方の ド
ブ田へ と進んでい く.収穫の見込みのナこたない潟端のノマ田 ・ヤチ田は,労働力配分の点
か らも,本田の田植えが終わってか ら田植えが行なわれ る.これ らの田はムラの用水の規
制を受けないが,0方 で潟の水位に田植え時期まで規制され る側面を有してい た の で あ
る.苗の植え方には3通 りの方法があっナこ.ノマ田や ドブ田では,竹竿を田面に2本 渡し
て,そ の上に両足を置いて,竹 の問に1株,両 外側に2株ずつ植えなが ら後退していく・
この方法を竿植えとい う.第2の 方法は,杭 を田の両端に打ち込み,そ の間に縄を張って




草 としてはイヌビエ,コ ナギ,オ モダカが多い.通 年湛水しているノマ田や,溝 渠面積が
半分近 くを占める掘上田では特に水生植物の繁茂がおびただしい.種 類 としては各種の藻
類や ヒシが多 く,藻類は稲の株間だけでは埋め きれないので,隣 りの田との境に積み上げ
て畦の代用としナこ.これをモアゼ とよぶ.イ ネに とってはヨシやマコモなどの挺水植物 も
雑草に違いないが,上 に掲げたような雑草 とは性格を異にする.す なわちこの2種 の植物
は群生地の一部を刈 り残して草畦を作るために用 られ,農 民か らは有用植物 として認識 さ
れているのである.そのために潟端のマコモや ヨシを湛水田に移植して,人為的に増殖 さ
せ ることも行なわれた.
除草器具 として,オ カゲではカメノコ,ハ ッタンコロガシが用い られたが,正 条植えが




悪い遠藤の大部分の田は,降 雨が多 く蒸発散位 も下がるとい う気象条件 も加わって,湛 水
状態は解消されない.こ の状態に適応した収穫法が舟を用いナこ刈 りとりである.
農用の舟には二つの種類がある.一つはオシダシブネとかキッソウと呼ばれ る長方形に
近い台形をした全長2m,最 大幅1mの 小型の舟である.後か ら押して動かす.刈 りとっ




田の中に作 られねばな らない.そ こには早稲が作付けられ,最 初に収穫される.フ ナミチ
の場所は毎年ほぼ一定している.早 ・中稲を刈 り終える10月中旬までは,フ ナミチ以外の
他人の田をオシダシブネを引いて通ることはで きない.部 落全体の早 ・中稲の収穫が終わ
ると,部落惣代は 「鎌立て」を告げて廻る.「鎌立て」 とは晩稲の刈 りとりの開始を意味
し,こ の日以後は他人の田で もあってもオシダシブネを通行 させてもよい規定である.た
とえ他人の田にイネが残っていても,オ シダシブネの通行に支障をきたす場合は,そ のイ




















































































刈 りとりに際して,湛水のおびただしい ドブ田,ノ マ田 ・ヤチ田ではカンジキや箱 カン
ジキ(い っそう水の多いとき)を用いた.明 治期には,特別に水の多い年は,イ ナツ ミブ




図6は 史料の残っていた昭和2年(1927)の小字別の反収 と,早稲 ・中晩稲作付け比率
を図化した ものである.部 落全体での早稲の作付け面積の比率は22%を占めるにすぎな
い.し かし小字別では早稲が40%を超えるのが,大 諏訪,荒 田,上 田の3つ ある.この3
小字で全早稲の作付面積の約半分を占める.0方,堤,四 ツ割甲,乙,場 根の4小 字は中
晩稲が90°o以上を占め,特に堤外地の四ツ割乙,場 根は100%中晩稲であるのは注目され
る.聞 きとりによると,これ らの小字では湛水に強い晩稲である石臼(慶応年間に加賀で
選抜,無 芒種,明 治期に普及),二本三(新潟県の在来種,有 芒種,明 治～大正期に普及),
銀坊主(無=芒,昭和前期に普及)が 中心を占めた.大正6年(1917)に不良環境に強い改




ことよりも多収性と災害抵抗性(安 定性)を 求めて品種 を選択とした と考えられる.かか
る状況の転機 となったのが,昭 和6年(1931)に育成 された極早稲種の農林1号 の出現で
ある.この品種によって,北 陸のなかではいちばんに遅れていた新潟県の早稲早植の傾向




え農耕技術 と村落の制度的側面との関係を探 ってい きたい.と りわけ伝統的湿田農耕技術
体系を維持させるのに関与しナこと考えられ る土地制度や小作慣行を中心に考察する.
(1)軒 前制と小作慣行
蒲原平野では,藩 政時代,新 発田藩を除くほぼ全村落で 土地割替制度が実 施されてい
ナこ32).この土地制度は一村を単位 として,村 内の土地を共同管理の下にお き,村内割地の





の増加 もおこって くる.しかし総軒前数の32はそのままで,一 軒前の田畑面積だけが変更
される35).そして土地所有の基本単位が一軒前か ら,その2分 の1の 半軒前や4分 の1の
しはん や はん
四半軒前に細分化されてい く.近世後期以降は8分 の1の 八半軒前が もっぱ ら土地台帳や
部落費負担などの基本単位 となっ ー38).
本田の割替は次の順序で行なう.①名(明)持 と呼ばれる割替除外地を別にして,1つ
の小字を,水掛 りの良否,土 壌,湛 水の有無などの土地条件を勘案して,さ らに2～6の
小単位に区分する.この単位を赤阪晋氏の用語法にな らって仮 りに「割区」と名付けるs7>.
②「割区」の配置を11の小字すべてについて行なう.部落全域で都合45の「割区」に区分する
ことになる(表1).「割区」の位置は聞きとりによって知 り得た ものは図2に 示しておい
た.「ごうずけわ り」「一反わ り」のように一筆が比較的大面積の 「割区」は___.個所に集中
表1遠 藤における小字と 「割区」
































































す る傾向がみ られるが 「七歩わ り」 「さらいわ り」のような一筆 が小面積の ものはニヵ所
以上に分散する.③各 「割区」を総軒前数の32に分割する.④ くじは 「割区」ごとに1軒
前につき1回ひ く権利を有する.軒前持分が四半軒前,八 半軒前などの零細な家では同じ
軒前数の何軒かが集まって合計で一軒前になるように くじ組を作 り,そのなかか らくじ親
を選出し,その人が1本 の くじをひ く.比較的0筆 の面積が広い 「割区」な らば,そ の土
地をあみだ くじでさらに均等に分割する.しかし一筆の面積が狭い場合は,一筆をさらに
分割す るのではなく,他の 「割区」のこのような狭い耕圃 といっしょにして,く じ組の中
で話し合いによって,各人の耕地を決定した.


























































← 一 上 田 一一一一』》
0
図ワ 軒前階層別上 ・中 ・下田率
資料:大字遠藤:『 徒前土地台帳』,1960
出され る.土地の移動 の場合 も反別ではな く,すべて軒前を単位 として行なわれた.ま た
けんまえおろし
軒前制による耕作は,軒前卸 とい う特殊な小作慣行を生み出しナこ.小作料は一筆 ごとの反
別ではなく,小作している軒前数の合計に対して課せ られたのである.しナこが っ て 地主
は,耕作地の部落内移動の激しさと相侯って,自 分の小作人が どの耕地を現在耕作してい
るのかは全 く把握で きなかった.小作料の算定や減免 も個々の地主 と小作人の間で任意に
行なわれるのではなく,割地全体の平均収量を基準にして査定 されたのである.そのため
地主の力は軒前卸の慣行のない地域に比べ相対的に弱 くなる.遠藤でも戦後の農地解放を
待つまで もな く,昭和5年 と12年の2回 で部落内の全小作地を村外地主か ら買収す ること
に成功しだのである.この場合 も 「本契約二係ル軒前土地 ノ表示ハ土地台帳 ノ所有地 二依
ラズシテ売方地主 ノ各持分ノ軒前数量ヲ以テ之ヲ表示 シ其代金 二付テハ平均一反当土地代
金ヲ金壱百五拾円 ト定メ壱軒前ノ土地 ノ総反別ヲ四町歩 ト推定シ此四町歩 ノ土地代金百五
拾円也ヲ四百倍シタル金額 六千円 ヲ以テ壱軒前 ノ土地代金 ト定」39)めて実施されたことは
注意 されねばなるまい.
軒前制よる土地割替制度は,部落内の土地移動によって多少は緩和 され るものの,分散
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耕圃制 という形態をとることは免れない.こ の分散耕圃で,し か も湛水のおびナこだしい湿
おおごう ち
田に適応し1地 形態が,「大耕地」 と草畦である.「大耕地」 とは塗畦の全 くない0枚 の
広い田のことである.図2の 小字前田,上 田,大 諏訪,小 諏訪を除 く田で,水 路や農道で
区画 された一団地がこれに相当する.一筆界は単なる割替における地籍図上の線引 きにす
ぎないのである.
草畦はこの 「大耕地」の中にみ られる,マ コモやヨシで作 った畦のことである.畦 の幅
は70cmから大 きい ものは3m近 い ものまである.畦 の中央が境界(筆界)となるのが原則
であるが,一 筆の中に もさらに草畦が存在する場 合もある.草畦の管理は,風上側がその
田の耕作者,風 下側が隣のの耕作者とい う慣行が存在する40).畦の風上側をゴミ寄せ畦,
風下側をアライズケ(洗 い付け)と1呼ぶように,冬 の北西ないしは南西季節風によって,
風上の畦にゴミが付着し,風下側には逆に田面が波浪で洗い とられゴ ミが流失す ることか
ら発生した慣行 と推定される.「大耕地」では,客土や,耕 起時に風上側の畦に付着堆積
したゴ ミを自分の耕圃の高さが等しくなるように移動させる作業が不可欠 となる.草畦は
単なる境界標示の機能の他に,湛 水田におけるほとん ど唯一の肥料 といってよいゴ ミの付
着を促す とい う重要な機能を有す るのである.
(2)軒 前制の影響
本来は土地割替の持分単位であっナこ軒前制が,明 治19年(1886)の本田割替廃止後 も,
遠藤では,村 内の諸負担や開墾地割 り当てに対する基本単位 として,昭 和27年(1952)の
土地改良まで機能し続けた.以下にその例を掲げる.
潟端のヨシの茂る草生地では,昭 和10年頃まで,軒 前持分によって毎年割替が実施 され
ていた.こ の割替を 「ノワリ」 と呼ぶ.ヨ シの生育状態を考慮しなが ら潟に直角の方向で
32に分割す る.1軒前の家はその1区画が割 り当て られ,1軒 前以下の家はその軒前持分
にしナこがってその区画を細分する.こ の場合に も潟に対して直角に分割して,他人の割当
地を通 らなくて も採草で きるように工夫されていsこ41).明治期 には本田の申に存在したヤ




部落全体で行なう村普請(表2)の うち,A～Cの 三つの土堰の堰の堰だて作業,お よ
表2普 請 の 種 類
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びそれに用いる土俵,杭 材の調達は耕作する軒前数に応じて賦課 される.ま た用水源の大
原下ゲ江や,部 落内の支線水路の泥竣えと補修 も軒前普請で行なわれる.そ の他に農道の
補修 も軒前割で労力が調達 される.
これ らの軒前普請に対して,囲 い土手の補修や新川の藻払い,部 落内を通過する県道の
改修は家を単位にした家掛け普請である.これ らの施設は農地に付属す る施設とは考えら
れず,部 落全構成員の共有物としての扱いを受けてい ることを物語 る.一方,苗 代への用
水は内附の性格か らも推察 され るよ うに,個 人の所有者に関わるもの として意識 されてお
り,苗代を持たない農家は普請に参加しない.こ の他にも軒前持分によって割 り当てが決
定された ものに,水 利組合費,排 水機経費,水 廻 り(用水の管理をする人)や小走 り(惣
代の指示で部落間の雑用や連絡を行なう人)の 給与,部 落会合費,祭 礼費などがある42).
6.結 語
この小論において,筆者は遠藤とい う一集落に展開 され る小農の湿田農耕技術を詳細に
記載して きた.も とより一つの事例研究に過 ぎず,早 急な結論は慎 まねばな らないが,次
の点は確認で きナこと思われる.
これまで湿田として一括 されていTVものも,その立地や開発段階の違いによって名称が
異な り,使用される農具,耕 地形態,耕 作法,作 付け品種 も異なる.表3は その要点をま
とめたものである.と りわけ湛水 という悪条件を逆に有効に利用した田舟による運 搬 体
系,ゴ ミの利用,客 土作業などは注目され る.しか もこれ らの技術の主要な要素は,す べ
て潟端の開墾過程のなかに見い出されるのである.換言すれば,蒲原平野における湿田農























灌概排水 形 態 畦
非 灌 概








機 械 排 水一部自然排水








































74 奈 良 大 学 紀 要 第8号
〔追記〕 現地調査にあたり,聞 きとりや史料閲覧に快よく応じて下さった総代の武田佐久治氏を
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用意伏せ苗 と申候而,田 植仕廻候テヨリ植田の中楢叉多分に植込置,右 を取腐苗等有之 節 植替 申
候」,「苗貯之事 一,田 植後干損水損媛喰ひ等二而苗捨れ節之用意二,苗代畔際通二へり苗連,夏

























38.上田を前田 ・上田 ・大諏訪 ・小諏訪,中 田を焼野前 ・焼野浦 ・荒田,下 田を四ツ割甲 ・四ツ割
乙 ・堤 ・場根 と考え,小字別の軒前持分を上 ・申 ・下田ごとに合計して,そ の百分率を三角グラフ






従前ノ例二由リ毎年四畔アル トキハ西北ノニ方ヲ各所属 トナシニ畔アル トキハ西若クハ北 ノー方ヲ
各所属 トナスヘシ」がみられるのも,この慣行を裏づけるものであろう.
41.巻町教育委員会:鎧潟,1966,pp.28-29.
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Summary
KanbaraPlain,thelowestandwettestpartoftheNiigataPlain,isproductof
SinanoRiverandAganoRiver.Thisalluvialplain'withmanylagoonswasalmost
reclaimedinEdoperiod,however,thepoorlydrainedconditionofpaddyfieldcould
notbesolvedbeforethedevelopmentofwatercontrollandlandimprovementinthe
20thcentury.Sofarthereweresomanyreportsaboutlandimprovement.Butit
hasbeenalmostignoredthatthestudyaboutthepoorlydrainedfarmingsystemof
smallholders'fromtheviewpointofagriculturaltechniques.
ThepresentreportaimsatdescribingthefarmingsysteminEndoVillage(Nishi-
Kanbaracounty)asacasestudy.Theoutlinewillbedescribedbelow.
1.ThelifespaceofEndoVillagedividesintosevenparts(Fig.2,3),thatis,
Yashiki(house),Uchitsuke(nurserybed,paddy-sheaf-rackandkitchengarden),Ta
(paddyfield),Yachi(reedgrowingmeadow),Noma(Zizanialatifoliagrowing
lowland)andKato(lagoon).
2.Apoorlydrainedpaddyfieldconsistsofthreetypes;Noma-taoryachi-da
(reclaimedpaddyfieldfromNomaorYachi),Horiage-ta(diggeduppaddyfieldin
ordertoraisethelevelofricefield),Dobu-ta(permanentmuddyfield).Eachtype
hasdifferentagriculturaltechuniquesandlandforms(Table3).Aparticularly
interestingpointistheusageofmuddysoil(Gomi).ItisusedWlththeobjectof
raisingthelevelofpaddyfields,thefertilizerofriceandthepromotionofhumifi-
cationofNoma-toorYachi-ta.
3.Theagriculturaltechuniquesaretightlycombinedwiththelandtenuresystem
Kenmae(akindoflanddistributionregulation)andpeculiartennantcustom.
